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Primary Selection of Malting Quality by £ -Glucan Content
in Breeding Programs of Malting Barley

Hiroshi ITO, Kazuhiko SOHTOME and Saburo MIYAGAWA

Summary

It is suggested that there is a possibility of selection of malting quality by # -glucan content
of barley. Therefore, we tried a primary selection of the malting quality by this technique. The
materials were F s -strains, of which the malting quality were not selected by malting process and
malt analysis.

The results were summarized as follows :

1. In the case of 20 —30% selection pressure, the strains with good malting quality by malt anal-
ysis were almost selected and 35—40% of non-good strains were eliminated by this procedure.

2. The B -glucan content of barley was influenced by environmental conditions. To do the
primary selection by /3 -glucan content, it is necessary that standard variety for selection should
be added.

3. In the case of that Misato Golden is used as the standard variety for the selection, the strains
of good malting quality were almost selected and nearly half of non-good strains were eliminated.

4. It was suggested that there was a possibility of combination selection of rﬁalting quality by
B -glucan content of barley.

Bull. Tochigi Agr. Exp.
[ Stn. No. 38 : 21 ~ 26 (1991)]
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β一グルカンによる醸造用二条大麦

　　　　麦芽品質の一次選抜

伊藤　浩＊・早乙女和彦・宮川三郎

言

緒

1

　醸造用二条大麦（以下，ビール麦とする）の

β一グルカン含量は麦芽形質と関連が深く，今

まで製麦し分析しなければ評価できなかった麦

芽品質を原麦β一グルカン含量で推定できるこ

とを報告した4）．これは原麦のβ一グルカン含量

を定量するという簡便な方法により，原麦段階

で未製麦のまま高品質系統の選抜ができること

を意味している．

　一方，ビール麦は工業原料であり，栽培性と

共にその麦芽品質が重要視される5）．そのため，

育種事業では製麦・麦芽分析とそれによる品質

評価はかかすことができない．当場では当初生

産力検定予備試験一に供試したF・の収穫物か

ら麦芽分析を行っていたが，品質の重要性を考

慮し，より早い世代での麦芽分析を検討，1983

年からは派生系統2年目に供試したF・の収穫

物から麦芽分析を行うようになった．これは分

析方法の改善7）により実現し高品質ビール麦育

成に有効な手段となったが，製麦・麦芽分析点

数が大幅に増加しビール麦醸造用品質改善指定

試験地の負担は増大した．また，この麦芽分析

は冬期（11月〜3月）に行われるので，播種時

には品質評価ができず，麦芽品質不良の系統も

圃場に栽植される．現在F・世代の収穫物につ

いての製麦・麦芽分析点数は約250〜350点であ

り，製麦に1カ月半，麦芽分析に3週間を要し

ている．もし，播種前に麦芽品質が評価できた

なら，品質不良系統を栽植することなく，また，

＊）現育種部

製麦・麦芽分析点数を減少させることができる

等，省力化が期待できる．

　そこで育種の省力化を図る方法として，F・

世代の収穫物に対する原麦β一グルカン含量に

よる麦芽品質面での一次選抜を検討し，製麦・

麦芽分析による品質評価結果と比較したので報

告する．

皿　材料および方法

　供試材料には過去に製麦・麦芽分析による品

質選抜を一切行っていない�@1989年産のF・17

組合せ277系統及び標準品種として栽植したミ

サトゴールデン，ミカモゴールデン各7反復，

�A1990年産のF・36組合せ174系統及びミサトゴ

ールデン，ミカモゴールデン各8反復，を用い，

原麦（2．5mmの縦目節上に残る整粒のことで，

麦芽の原料となる麦）についてβ一グルカン含

量を定量し，これによる選抜を試行した．なお，

原麦β一グルカン含量の定量にはMcCLEARらの方

法6）を基礎とするβ一グルカン分析キット（BIO

CON社製）を利用した．

　一方，同材料の製麦・麦芽分析による品質評

価については，ビール麦醸造用品質改善指定試

験地にて当場所定の方法で実施された．

皿　結　果

　1．1989年産について

　1989年産のF・17組合せ277系統の原麦β一グ

ルカン含量は2．75〜4．30％（平均3．45％）であ

り，正規分布に近い分布を示した．また，標準

として供試したミサトゴールデン，ミカモゴー

ルデンの原麦β一グルカン含量は各々3。53〜3．78
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